
 新製品のモニターに、なりたいです。独身の二十一歳、フリーターなので、

いつでも参加できます。御社の日程に合わせられます。 

 

 という応募のメールだった。美月美姫は楽しそうに、 

「さっそく面接ですね、社長。」 

と黒沢に問うと、 

「ああ、そうしてくれたまえ。」 

と満足そうだ。 

美月は返信メールに、 

 

本日、午後三時に当社まで面接に来てください。 

 

それを送信すると、二分もすると返信メールが来て、 

 

はい、お伺いします。 

 

というものだった。 

 

 午後三時になると、その女性は軽装でサイバーモーメントに、やってきた。

背は百五十九センチ、細身の体に胸と尻は突き出ている体型だ。膝までのスカ

ートから出ている白い足は美脚で、上着も半袖なのは涼し気で面接室の椅子に、



おいしそうな尻を載せて座った。 

ドアが開いて秘書室長の美月美姫が入ってくる。 

面接を待つ彼女の前に座ると、 

「こんにちわ。秘書室長の美月です。柳風さんですね。」 

「はい、初めまして。柳風絵理乃と申します。」 

と答えた彼女は健康的な白い肌の顔に笑顔を浮かべた。肩まで伸びた髪は闇夜

のように漆黒だ。 

美月美姫は柳風絵理乃を注視すると、 

「健康そうで、いいわね。モニターの仕事というのは、眼鏡を試してもらう御

仕事です。どうですか、こういうの。」 

と問いかけると絵理乃は気軽に、 

「やってみたいです。わたし、視力は良好ですけど眼鏡を掛けてみたいと思っ

たりする事も、ありました。」 

と答えた。 

美月美姫は満足げに、 

「それなら合格よ。さっそくモニターしてみてください。これが、」 

と云うと、黒縁の眼鏡を絵理乃に渡し、 

「その眼鏡です。これを掛けて、この近くを散歩してきてください。」 

絵理乃は、うなずくと、 

「それでは行って参ります。」 

と元気に面接室を出て行った。サイバーモーメントの社屋の近くも会社の敷地



が立ち並んでいる。人通りは多くない。昼休みになったのか、会社員が多く出

てきた。多くは男子社員だ。絵理乃の目には、彼らが誰でも魅力的に見えた。

今まで、こんなことは無かったのに。 

それにしても、それらの男性の魅力は等分に平均して同じだ。とはいえ、その

魅力は女性が夫に感じるほどの魅力なのだ。誰もが夫に絵理乃には見えた。 

 実際には、それらの男性は同じ顔ではなく、体型も違う。でも、これは・・・ 

絵理乃はサイバーモーメントでモニター用に貰った眼鏡を外した。たちまち、

それらの男性は魅力を失ったのである。(この眼鏡の作用だったんだわ。)と絵理

乃には現象が理解できた。でも、モニターになっているから、眼鏡を外してサ

イバーモーメントに戻るわけには、いかない。絵理乃は再び、その誰でもが夫

に見える眼鏡を掛けると、サイバーモーメントの社屋に歩いて戻った。受付の

女性が絵理乃に笑顔で、 

「秘書室長の美月は七階に、います。エレベーターで、おあがりください。」 

と話した。 

 七階の窓から博多湾が見える部屋のドアの前に長身の美月美姫の細い体が絵

理乃を待っていた。美月は、 

「さあ、入って。驚くような体験をしたでしょ?」 

「ええ、驚きました。まるで心臓に羽が生えて、体の外に抜け出たような衝撃

でした。」 

美月は右手の人差し指をドアのパネルに当てて、ドアを開けた。ドアノブとい

うものは、そのドアには、ない。横に開いたドアから二人は部屋の中に入る。 



 

 二人は対面して座る。美月は笑顔で絵理乃に聞く。 

「どうでした、その眼鏡。」 

眼鏡を掛けたまま絵理乃は答えた。 

「不思議でした。男性が誰も魅力的で、だれもが夫に見えたんです。」 

美月は驚きを感じつつ、 

「そう、そんな風に見えたのね。それは凄いな。」 

「わたし、怖くなって眼鏡を外しましたけど。」 

「仕方ないわ。動揺してしまうわよね、そういう場合。でもモニターとしての

役割は十分に果たしてくれたので謝礼は出します。暗号資産としての通貨にす

るか、現金にするか考えてね。どっちに、する?柳風さん。」 

絵理乃は少し考えて、 

「暗号資産の通貨で、もらいたいんですけど、どんな仮想通貨ですか?」 

「サイバーモーメントで今度、仮想通貨を発行することに、なったの。キラリン、とい

う名称なんだけど。」 

「キラリン、ですか。面白い名前ですね。それを貰っておけば、やがて莫大な資産に

なるわけでしょう。キラリン、で下さい。」 

「よし、決まりね。あなた、コールドウォレットを持っていますか。」 

「ええ、スマホの中にも準備しています。まだ未使用です。」 

「それなら、そのアカウントにキラリンを納付しますから楽しみに待っていてくださ

い。その眼鏡は、こちらに返してね。」 

柳風絵理乃は、その「どこにでも夫」に見える眼鏡を美月に返却した。不思議な眼鏡だ。

こんな眼鏡、商業化できるのだろうか、と絵理乃は思うのだった。 

 

 美月美姫は黒沢に社長室で、 

「社長、この眼鏡でモニターは男性なら誰でも夫に見えたそうです。」 

と報告すると黒沢は快感の笑みを浮かべて、 

「ふふふ。この眼鏡も又、我が社の万札箱になるだろう。」 

「買い手は、どういう人を標的に、されるのですか。」 

「あ、うん。美月君、社員には無料で貸与しても、いい。君が、まず初めに、どうかね?

この眼鏡、「どこでも夫」を使用しては?」 

「まあ、わたし、使いたいとは思いません。」 

「彼氏が、いるのかね?今、現在にさ。」 

「今は、いないんですけど。」 

「それなら、使えよ。要らないかな、やっぱり。」 



「はい、要りません、今のところ。」 

「今のところ、ね。必要になったら、いつでも言いなさい。それでは、と。他に販売でき

る道は、もう考えているから。」 

 

 アイランドシティという人口島にあるビルの一つ、その地下一階にある UG ジャパン

という映像制作会社は表向きは、そのビルの一階にある普通の映像制作会社だが、

地下一階では別の映像制作を行っている。 

 

 若妻の都万代(つまよ)は新婚、一か月、夫との夜の営みは週に五日、と順調な滑り

出しだった。インターネット関連会社に勤める夫は毎晩、遅くまで働いて帰宅するのは

夜の十一時頃だ。2DKの木造のアパートの二階に住んでいる新婚の二人は、夜の十

一時半ころよりセックスを始める。夫が帰って来た。玄関に行った都万代の目に玄関

ドアが開くのが見えた。顔を出した夫に都万代は、 

「あなた、お帰りなさい。早いわね、今日は。まだ八時だけど。」 

「うん、今日は特別な日だな。お客さん、というより会社の上司と部下が来たからね。」 

夫の後から禿げ頭の眼鏡を掛けた中年男性と、若くて痩せて長身の美男子が部屋に

入って来た。 

禿げ頭はニコニコして、 

「奥さん、初めまして。木頭(きとう)君、の課の課長をしています。今仁(いまに)と、い

います。あなたの夫である木頭太志(きとう・ふとし)君は、我が社の希望、ホープであ

るんです。毎日、遅くまで残業してくれますし。社長も木頭君には期待しているようで

すよ。」 

と話した。都万代は笑顔で、 

「ありがとうございます。木頭を支えなければ、と懸命の毎日です。」 

長身の若い美男子は口を開いて、 

「初めまして、奥さん。木頭さんの部下の月見と申します。木頭さんには、いつも優しく

指導していただいています。奥さん、お綺麗な方ですね。こういう奥さんが、いらっし

ゃるから木頭さんも頑張れるんですね。」 

と絶賛の態だ。 

都万代の顔は細面で目が大きく、髪は巻き上げたような形にしていて、珍しいことに

都万代は薄緑色の着物を着ている。それで普通なら胸と尻の大きさは、見た目には

曖昧となるのだが彼女の場合、着物の上からも膨らんだ胸と尻が想像できる体型だ。

都万代は美青年の月見に、 

「そんな事、ございませんわ。わたくしの力など微弱なものですもの。会社の皆様のお

かげで主人は何とか、頑張っていると思います。」 

夫の木頭太志は、それを聞いて、 

「そうだな。特に今仁さんと月見君には、お世話になっているよ。宅配中華、頼んで食

べよう。今仁さん、何が、いいですか。」 

今仁は目を上向きにして、 

「そうだなー。ラーメンと中華丼で、いいよ。」 

木頭は月見を見ると、 

「月見君、君は何にする?」 



「ぼくは月見ラーメンと月見丼です。」 

「よし、都万代。おれたちは新婚定食、にしようよ。電話、頼むよ。」 

「はーい、注文しますわ。」 

木頭都万代はスマホで宅配中華の毎度飯店に、今聞いたメニューを注文していた。 

 2DK の六畳の部屋に四人の大人がテーブルを囲んだ。木頭太志と妻の都万代が

並んで、その向かいに今仁と月見が並んで座る。和式のテーブルなので四人は尻を

畳に、着けて座っている。 

課長の今仁は眼鏡を右手の指で上にあげ、 

「私の名前、今仁出流蔵(いまに・でるぞう)って、言うんですよ。変な名前でしょう、奥

さん。」 

と話した。呼びかけられた都万代は、 

「そうですか。そう変な名前とも思えませんですけど。」 

月見が割って入り、 

「今に精液が、と出流蔵の前に、つけたら、どうですか。」 

と意見する。 

都万代は右手を口に当てて、 

「まあ。それは、・・・。でも、そんな所まで考える人は、あまり、いないんでは、ありませ

んか。」 

と答えた。 

夫の木頭太志は苦笑いして、 

「名前にも色色あるし、課長も姓名を一度に云う事は、あまりないでしょう、ねえ、課

長。」 

今仁は鼻の下に人差し指を当てると、 

「まあ、そーだなー。女房とセックスしている時に、言ってしまう事もあるよな。いきそう

な時に、さ。今に出るぞー、って。一か月前のセックスで言ってしまったよ。その後で、

おれはイッたけどね。」 

月見は神妙な顔で、 

「その後は、一応、課長は、その・・・。」 

と言葉を濁らせると、今仁は、 

「ああ、ないな。おまんこ、あ、いや奥さん、すみません。美人の前で、こういう言葉使

って。夜間交渉は途絶しておるのさ。ま、奥さんには関係ないです。よ。」 

と弁明する。 

その時、宅配中華が玄関のドアを叩いた。都万代が玄関に行き、四人分の中華料理

を運んでくる。料理が重いので少し前かがみになる都万代の姿勢は彼女の乳房の熟

れ具合を着物の形に反映させた。それと臀部も、である。 

今仁と月見の視線は、その都万代の胸と尻を彷徨した。 

 

 食事の後で都万代が、ほうじ茶を台所からテーブルに置く。今仁は、それを飲むと、 

「うまいっ、なあ奥さん、ありがとう。ところで、奥さん。木頭君との夜の交渉は、うまく

いっているんでしょう?」 

都万代は頬を赤らめると目を伏せて、 

「まあ、おかげ様、といいますか・・・。ね、あなた。」 



と夫の木頭太志に話頭を振る。 

木頭太志は、うなずくと、 

「あ、ああ、そうだね。うまく、いっていますよ、課長、ご心配なく。」 

今仁は、 

「そうだろうね、でも、奥さん。少し近眼では、ありませんか。」 

「いいえ、眼鏡は必要ありません。」 

「度のない眼鏡ですよ。ここに、あります。」 

と今仁は背広の上着のポケットから黒縁の眼鏡を取り出した。それを都万代に渡し

て、 

「かけて御覧なさい、奥さん。」 

と勧める。都万代は、 

「それでは失礼して、かけますわ。」 

と、その黒縁眼鏡を鼻にかけた。美人の眼鏡顔は、そっ気ないものだが、今仁は手を

叩くと、 

「奥さん、似合いますよ。どうですか、その眼鏡。」 

と感想を都万代に聞いた。 

都万代は目の前にいる二人、夫の上司の今仁と、部下の月見が丸で夫のように見え

てきたのだ。 

「どう、ですか。不思議な気分です。あっ。」 

都万代は前に座っていた今仁と月見が立ち上がり、二人ともズボンのチャックを降ろ

すと、そこから野太いものを、それぞれ取り出したのを目にした。 

それを見て都万代は嫌などころか、もう二人の夫の性器が逞しく自分に向けて屹立し

ているのを頼もしく、又、強い性的興奮を感じるのを覚えた。隣にいる夫の太志は平

然として、 

「都万代。奥の寝室で可愛がって貰え。僕も、行く。」 

と妻に言うのだ。夫の股間に手を伸ばして、男性器の所在を確認した都万代は夫のソ

レが、まだ太くなっていないのを知った。都万代は立ち上がると着物を脱いだ。薄手

のブラジャーとショーツだけになると、ショーツには食い込んだ女性器が二人の男の

モノを咥えたがっているように見える。 

今仁と月見は手早く全裸になると、下着姿の都万代に近づき、両側から都万代を抱

え上げた。夫の太志も立ち上がると奥の襖を開けて、妻がダブルベッドに運び込まれ

るのを可能にした。 

ベッドに仰向けに横たえられた都万代は今仁に唇を奪われ、ブラジャーを外されて白

い大きな弾力のある乳房を揉まれた。月見は都万代の股間を覆っている薄い白のシ

ョーツを彼女の白い足首まで降ろすと、それを両脚から抜く。そして月見は美男な顔

を月夜の黒い陰毛で覆われた股間に沈めると、舌を使い都万代の熟れた女性器を

舐め始める。二人の男から上半身と下半身を愛撫して攻められ、月見の右手は都万

代の肛門も攻め始めたのだ。都万代は二人の夫に愛撫されている感覚だった。 

 その寝室の入り口には夫の太志が服を着たまま、ぼんやりとした顔で立っている。

都万代は快感に痺れていく頭で夫の股間を凝視したが、そこは平時のままであるよう

だ。自分の上司と部下に妻が乳房を揉まれキスされて、おまんこを舐められていると

いうのに!・・・。 



 今仁は全裸の都万代をベッドに座った体勢にすると、背後から都万代の白い熟れ

た乳房を揉みしだき、細い彼女のくびすじを舐め回した。都万代の白い臀部に今仁

の猛り狂ったような陰茎が当たると、 

「奥さん、後ろから入れるよ。」 

と今仁は都万代の耳元で囁くと、両手で都万代の尻を持ち上げて背後から竹筒のよ

うな陰茎を都万代の湿った洞窟に深々と挿入する。 

「あ、はあっ、頭が変になりそう、あんっ!」 

と都万代は可愛い声で悶える。座った姿勢の都万代の唇を今度は月見が奪う。美男

の月見にキスされて都万代はオマンコを益々、濡らした。月見の接吻技術は今仁より

巧みで、もう既に月見の舌は都万代の赤い舌と絡み合っている。 

今仁は後ろから両手で都万代の両脚を大きく開く。そこへ月見が都万代に体を密着

させると、月見の右手は都万代の肛門の穴に滑り込んだ。 

女性器と肛門の二つの穴を攻められる都万代!月見の勃起したモノは都万代の臍の

穴に当てられている。 

激しく動く都万代の白い尻。 

イソギンチャクのように締め付ける都万代のオマンコに今仁は、 

「おおっ、たまらん!今に出るぞうっ。」 

と自分の本名を叫ばせた。そして、すぐにドブン、ドクン、と今仁出流蔵は大量の白い

スープを都万代の秘穴の中に炸裂させた。 

不思議な眼鏡を掛けたままの都万代には唇を奪い、口中でネットリ、ジットリと自分の

舌を奪っている月見の顔は夫に見えるのだ。それは太志の顔に見える、というのでは

なく美男の月見の顔のまま、夫に見えるというものだ。都万代のオマンコから陰茎を

抜いた今仁は激しく都万代と舌を絡め合っている月見に、 

「おい、月見君。今度は君の出番だ。奥さんのオマンコは空いたから。」 

と話した。月見は都万代をキスしたまま立たせると、彼女を抱え上げ、勃起したモノを

スッポリ、ズッポリと都万代の淫窟に奥の奥まで挿入する。 

「あっ、いいっ、あっ、子宮の奥まで入ってくーっ、。」 

と声を出す都万代。その白い大きくやわらかな尻は、むんずむずと月見の両手が掴

んでいる。都万代は両脚を宙ぶらりんにすると、月見の両足に絡めつけた。 

ゆっさ、ゆっさ、と都万代の尻は揺れ動き、それは突きまくる月見の腰の動きと連動し

たものだ。 

まるで月見は自分の新妻と交わっているような雰囲気で、二人は夫婦のように見えた。

再び、二人は唇を重ね新婚の夫婦のように交接を続ける。 

「あうっ、いいっ。あうっ、いい。オマンコ、気持ちいいっ。」 

と時々、唇を離すと都万代は甘い可愛い声で夫に語るような悶え声を放つ。 

今仁はベッドに座って二人の交合を眺めていたが、 

(こりゃ、本物の夫婦だな、まるで。ん?本当の夫の木頭太志君は、いずこ?) 

と寝室の襖の方を見ると夫の木頭太志は、まだボンヤリと立っていた。股間に変化な

し、で股間戦線、異常なし、ではあるが、妻のマンコに進路を取れ、ではないのか。だ

が太志は動かない。 

今仁はニヤリ、とした。ここへ来る前に三人は喫茶店に寄った。そこで今仁は、 

「今日は、おれのオゴリだ。コーヒー代は、おれが払うから。」 



と話した。木頭太志は、 

「ご馳走様です。課長、ちょっとトイレに。」 

「ああ、行っておいでよ。」 

その間、今仁は木頭のコーヒーカップに粉のようなものを混ぜたのだ。月見は、それ

を見て、 

「なんですか、課長。それは。」 

「ああ、これね。一週間は性的不能になる、という薬?でもなかろうが、知人の発明し

たものでね。新婚の木頭君に通じるか、と思って。」 

「まさかー、効かないでしょう。」 

と感想を述べた月見は、今、両腕で木頭太志の新妻の木頭都万代を抱きかかえ、彼

女の淫洞窟の奥深くまで、反り返った自分の息子を挿入し、舌を絡め合っている。 

若い美青年の月見の持続力は凄く、それから二時間は立ったまま、二人は交接を続

けた・・・。 

 

 UGジャパンのAV監督は、 

「今の話、実話なんだ。『実話ネット』で話題になっている。これを AV 化するのに投稿

者の了承を得た。眼鏡もサイバーモーメントから購入しているから。妻田さん、眼鏡は、

これだよ。」 

監督から「どこでも夫」の眼鏡を手渡されたAV女優の妻田君葉(つまだ・きみは)は、

その眼鏡を掛けた。三人の AV男優も準備完了だ・・・。 

 

サイバーモーメント社長の黒沢は、高額な眼鏡「どこでも夫」を手にして、社長室で秘

書の美月に、 

「AVでも使われているんだ、この眼鏡。」 

と話すと美月は合点したように、 

「あ、あの『あなた、見ていて!』のシリーズ物で使われていますね。AV って演技なし、

なのが売りだから丁度、いいと思います、社長。」 

「うん、視聴者は演技と思っているらしい。この眼鏡、『どこでも夫』は、まだ市販されて

いないからな。」 

「それでは社長。さっきの実話、というのは・・・。」 

「ああ、あれは本当さ。私の知人に頼んだ結果だよ。そのインターネット関連の社長と

知り合いでね、木頭太志が勤めている会社のね。」 

「そう、そうだったんですね。そういう事が、あった、とは。」 

「美月君、君も、どうかね、この眼鏡。」 

「要りませんよー。アルデラミン星では、うまくいっているようですよ。オークションで落

札された白雪真理恵さん、ですけども。」 

「ああ、それは、よかった。アルデラミン星と低岳歴充君を橋渡ししたのは、私だから

な。」 

黒沢は得意そうに胸を張る。続けて、 

「そういえば、と。我が社の CSOが入社したよ、美月君。」 

「CSOですか。それは、どういう意味でしょうか。」 

美月は初めて聞く言葉に、戸惑っているようだ。黒沢は、 



「最高セキュリティ責任者だよ。我が社のサイバーセキュリティの統括責任者だ。名前

は火徳行男(ひとく・ゆくお)という。最先端の情報技術を習得した男で、日本サイバ

ーセキュリティ大学博士課程を修了した二十八歳の新卒ホカホカ、の青年だ。サイバ

ーセキュリティ部の部長に採用した。君にも会わせよう。」 

そこで黒沢は社内電話を取り、サイバーセキュリティ部に電話した。 

「あー、火徳君、社長室まで来てくれ。」 

 

三分もしないで社長室に現れたのは、美月より十センチは背の低い小柄な男だった。

でっぷりと太っている彼は、それでもエンジニアタイプの外貌だ。黒沢は社長の椅子

から立ち上がると、 

「美月君。サイバーセキュリティ部長の火徳君だ。火徳君、私の秘書の美月君。彼女は

秘書室長を務めている。」 

 小柄な火徳は作業着の体を美月に向けると、 

「初めまして。火徳です。これからは、よろしく御願いします。」 

と挨拶した。美月も、 

「社長秘書の美月です。よろしく、お願いしますわ。」 

黒沢は火徳に、 

「火徳君。もう部署に戻っていい。」 

「はい、社長。それでは戻ります。」 

部屋を出ていく火徳を見送ると黒沢は、 

「うちの会社もサイバーセキュリティは前から部署を作り、対策していたのだが、最近

は巧妙なハッキングが増えていからね、用心しておこうと思ってな。」 

「サイバーセキュリティは重要ですわ。わたしのスマホも狙われているかもしれません

ね。」 

 


